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理想ぐ臨時現3

市
議
会
で
議
決
さ
れ
た

昭
和
一

5
、
火
袈

h

ぺ叶油相川一以

T
.

一
九
万
円

6
、
n
E
衆
肋
間
以
一
ー
ガ
所
一
一
一
万
円

六

、

土

木

関

係

1
、
消
路
改
修
て
三
九
。
万
円

2
、
市
川
一
路
一
設
一
一
4
0
0万
円

s、
慰
問
ρ

路
改
修
九
O
O万
円

4
、
河
梁
改
修
九
つ
万
円

5
、
勝
刑
制
改
修
負
担
七
つ
万
円

8
、
僻
院
大
一
軒
喫
パ
負
担
一

一
、
冗
0
0万
円

7
、
照
時
曲
線
合
運
動
料
開
設
角
川
引

一一一
0
0万
円

七
O
万
円
一

8
、
郡
出
前
一
幽
.
h
酷十一約一気自

5
、
唆
AM
輔

置

づ

一

O
万

円

一

て

一

O
O
万
円

ニ

、

嘗

察

消

防

聞

係

一

賃

金

用

法

蹴

ス

m
M

一

四

六

O
万
円

1
、
市
博
察
充
実
、
装
備
の
充
実
一

一
、
下
水
泊
所
設
六
・
て
九
O
万
円

四
六
三
万
円
一

2
、
消
防
の
充
実
一
八
O
万

円

一

七

、

其

の

他

s、
証
一
在
日
断
、
閉
山
町
一
附
各
一
カ
断
一

1
、J
山
際
安
量
一
立
・
五
、
U
O
万
円

昭
和
一
ヱ
十
七

a

房
長
晶
入
滋
川
予
慨
に
つ
一
交
の
問
一
票
日
宮
市
民
負
担
の
翻
啓
一
を
↑
除
き
、
収
入
の
許
ず
需
四
内
に
お
い
て
六
一
コ
万
円
一

2
、
程
一
…

u

E

)

O
万
円

毒
舌
震
安
芸
同
予
密
室
一
原
則
と
し
、
予
め
見
込
み
得
る
財
源
の
一
市
民
の
間
接
種
山
凶
暴
か
く
べ
吉

三

、

産

業

関

係

一

で
あ
り
ま
し
て
、
去
に
童
十
訟

を
間
話
市
し
ト
げ
ま
す
。
一

n営
業

し

て

、

保

皮

肉

財

政

選

一

ざ

る

会

妻

、

草

壁

毒

予

見

、

一

源

F
し
て
は

一
、
編
成
基
本
方
針
一
柔
否
上
、
そ
の
範
囲
内
に
於
て
、
一
し
得
議
室
、
産
車
し
た
つ
も

1

忠

主

主

対

策

一

一

、

説

書

億

七

千

七

百

円

労

李
慌
の
県
民
り
お
し
て
は
、
収
一
市
民
点
民
事
に
製
す
る
議

c
一

り

で

あ

り

手

。

一

一

、

0
0
0
万

円

一

章

円

l
I
l
l
i
t
-
-
l
一
行
政
九
号
、
奈
良
っ
、
そ
の
竺
一
関
草
壁
、
即
ち
一
般
打
差
に

2
、

出

雲

霊

究

O
E一
二
、
肉
、
費
量

2
5
Z

第
二
十
七
号
一
警
主
に
当
つ
て
は
、
そ
の
支
凶
の
一
つ
主
仇
し
て
は
、
義
思
議
官

8

8
、

F雲
会

問

題

一

平

者

七

約

七

円

』
幼
果
を
光
分
臨
時
一
回
し
、
い
車
、
し
く
も
一
ご
一
般
物
件
磁
の
紘
一
蹴
に
も
か
か
わ
b
ず

一

O
O万
円
一
づ
て

r
Z備
公
刊
金
全
彦
千
万
円

(

臨

時

号

)

言

語

と

認

め

ら

れ

る

料

章

、

ぇ

一

雪

の

節

約

を

し

、

そ

の

理

#

抑

制

4
、
問
員
取
引
附
助
成
一
四
、
一
m
償

税

務

憾

壁

書

素

五

一

を

削

除

し

、

定

義

一

ト

撃

の

金

一

し

た

の

で

あ

り

ま

す
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一

五

O
万

円

一

万

円

τ強
く
指
向
レ
、
同
信
裂
円
な
予
算
一
次
に
人
件
費
で
あ
り
ま
す
が
、
現
行
給

5
、
ヱ
翫
誘
致
一
一
一
O
万
円
一
究
、
四
閉
会
合
八
千
吾
妻
勇
む

総
一
の
制
使
に
努
起
し
た
の
で
あ
り
ま
ナ
一
腕
を
基
礎
と
し
、
そ
の
需
巴
整

8
、

壁

振

興

対

策
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円
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弐

拾
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円
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、

鼠

入

に
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い

て

一

な
る
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針
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し
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の
で
あ
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ま
す
て
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露
五
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方
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六
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使
用
努
び
『
議
会
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五

回
一
市
混
入
に
つ
い
て
は
、
地
方
霊
が
一
以
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方
針
に
よ
り
嗣
成
し
た
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算

8
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六
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円
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石

器

拾

四
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取
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叫
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よ
り
川
k
し
た
次
第
で
あ
り
二

歳

入

は

大

髄

前

年

隈

踏
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力
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一

と
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予
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事
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あ
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し
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'
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万

八

千

七

百

五

重

旬

円

に

比

調

晶

一

の

闘

係

行

政

磁

の

一

政

認

を

ま

っ

て

零

施

一

一

}

一

晶

一

一
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李
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点

二

一
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計

五
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千

七
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万
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レ
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九
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奈
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。
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千
四
百
四
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円
富
加
に
し
て
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伊
土
用
粉
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手
数
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重
要
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七
十
万
八
千
同
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十
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に
し
て
五
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の
患
に
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為
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粉
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持

制
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の

に

一

円
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、
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需

品
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玄

八
O
万
円
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以
上
は
、
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撃
討
の
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で
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幅
一
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て
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量
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で
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り
ま
し
て
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内
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主
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量
一
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六

百
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り

ま

す
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、
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お

量

短

大

詰

喪
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か
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原
則
と
レ
て
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ま
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業
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次
の
濁
り
で
あ
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李
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J
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案
一
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一
万
四
一
す
る
悪
質
に
つ
き
ま
レ
て
は
、
事

問
書
官
"
す
る
と
と
と
数
し
ま
し
た
。
賢
一
一
、
教
育
関
係

4
、

主

義

一

一

五

O
万
四
百
の
農
上
二
」
れ
霊
初
予
算
に
観

γ
一
軒
以
お
時
四
五

1
3
4詳
許
諾
r四

万
円
一
続
出
一
一
一
一
一
…
…
…
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士
馬
ニ
回
を
貰
施
ず
る
計
画
で
あ
一

2
、
天
川
小
学
蓄

2
、
健
康
警
一
塁
彰
一
万
円
一
七
千
八
百
円
と
な
っ
て
お
り
ま
ナ
の
で

子

享
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貫

性

病

葉

山

助

成

一

五

万

円

一

と

れ

を
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レ

ま

す

と

、

予

義

理

、

ナ

一

4
、
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染
病
予
防
、
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健
婦
一
名
指
一

一

三

、

揖

出

に

つ

い

て

一

楽

町

給

水

一

L
M
勘
九
器
等
、
担
割
一
金
五
一
望
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完
豆
ハ
拾
翠
辛
九
一
円
九

五

出

に

つ

き

ま

し

て

は

茶

番

喜

を

一

読

係

一

一

一

四

八

万

円

よ

青

に

相

成

り

享
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一
十
七
年
度
予
算
の
内
容

調
整
を
原
則
と
す
否
新
予
算

fι

木
市
の
昭
品
川
一
一
十
七
一
一
戸
陵
予
箆
、
昭
和
三
↑
五
汚
庖
決
算
そ
の
州
間
前
Fr
踏
峰
集
凌
零
時
四
す
益
市
四
川
会
は
、
一
一
コ
月
一
一
十
円
分
申
書
の
町
内
会
海
践
で
同
会

一
一
し
、
同
門
れ
は
市
当
~
局
の
宰
尋
問
出
関
が
あ
っ
て
散
会
、
一
?
?
一
日
か
ら
四
日
間
同
体
会
し
て
こ
+
一
泡
日
か
ら
再
開
レ
、
一
?
?
去
、
六
の
両
日
一
mm
質
凝
申
告

斗
衿
い
、
-
一
+
六
月
芸
、
獲
得
供
型
開
会
信
託
し
、
一
一
十
七
、
八
問
自
主
要
書
一
会
、
ご
+
九
月
決
算
聖
書
会
、
一
一
一
十
異
議

一
目
を
問
者
一
言
史
的
報
停
が
あ
っ
て
何
れ
も
含
主
主
〔
渦
り
需
要
煎
県
付
で
原
案
の
と
お
り
空
間
じ
ま
レ
た
の
で
、
第
一
日
の
一
員
の
ま
H

説
明
の

↓
町
概
車
、
、
問
セ
し
た
弔
符
の
内
容
、
一
双
惚
汚
れ
た
決
況
の
内
容
芳
ぴ
、
と
れ
と
キ
ヒ
可
決
さ
れ
た
諮
問
崎
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
サ
る
た
め
、
と
と
に
市

4

開
閉
吋
間
隔
号
を
斡
帆
致
し
ま
し
た
。
供
ず
、
市
長
の
予
併
説
明
の
概
要
は
次
の
苅
り
で
す
・

牧
支
の
均
衡
と
市
民
寅
担
の
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要
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万
円
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品
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校
、
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問
問
陣
臨
罫
附

一一一
O
万
円

4
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市
川
小
学
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小
プ
ー
ル
酢
配
備
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